
令和4年度新型コロナウイルス感染症対策事業に係る効果検証一覧

担当部局 １．事業の名称および事業の始期・終期 ３．交付対象事業の分類 ５．実績指標 6．事業実施による感染拡大防止等への効果

担当課 No 事業の名称 経済対策との関係 総事業費 市負担額 交付金充当額 国庫補助金額
国・県庫補

助事業名

所管（国・

県）
計測有無 指標 実績値

効果

【感染拡大防止】
具体的な理由

効果

【経済活性化】
具体的な理由

産業振興課 1
大竹市市内企業支援事業

（国のR3予算通常分）
令和 4 年 8 月 令和 5 年 2 月

①新型コロナウイルス感染症の影響がある中、物価高騰にも直面している市内の事

業者・店舗等及び消費者の支援を行い、市内での消費喚起・景気回復を目指

す。

②市民1人につきクーポン券20枚（1万円分）を配布

③住民基本台帳に登録されている者（令和4年7月31日時点）

※No.1、No.2及びNo.9は同一事業

④-Ⅳ．コロナ禍において物価高騰等に

直面する生活困窮者等への支援
147,953,000 0 147,953,000 0 有

利用率：95％以上

消費喚起効果：5億円

以上

利用率：95.8％

消費喚起効果：

5億円以上

2.効果的であった
参加事業者には新型コロナウイルス感染症対策を講じることを義務付

けており、感染拡大防止対策が図られた。
1.非常に効果があった

利用率95.8％と多くの市民が使い、使われた事業所では、282事業者

中271事業者で使用（利用率96.1％）され、大手企業（利用率

42.6％）以上に中小企業（利用率53.2％）で使われた。

※消費喚起効果：5億241万6000円から10億483万2000円の範

囲内

産業振興課 2
大竹市市内企業支援事業

（国のR4予算物価高騰分）
令和 4 年 8 月 令和 5 年 2 月

①新型コロナウイルス感染症の影響がある中、物価高騰にも直面している市内の事

業者・店舗等及び消費者の支援を行い、市内での消費喚起・景気回復を目指

す。

②市民1人につきクーポン券20枚（1万円分）を配布

③住民基本台帳に登録されている者（令和4年7月31日時点）

※No.1、No.2及びNo.9は同一事業

④-Ⅳ．コロナ禍において物価高騰等に

直面する生活困窮者等への支援
56,417,000 16,515,000 39,902,000 0 有

利用率：95％以上

消費喚起効果：5億円

以上

利用率：95.8％

消費喚起効果：

5億円以上

2.効果的であった
参加事業者には新型コロナウイルス感染症対策を講じることを義務付

けており、感染拡大防止対策が図られた。
1.非常に効果があった

利用率95.8％と多くの市民が使い、使われた事業所では、282事業者

中271事業者で使用（利用率96.1％）され、大手企業（利用率

42.6％）以上に中小企業（利用率53.2％）で使われた。

※消費喚起効果：5億241万6000円から10億483万2000円の範

囲内

産業振興課 3
中小企業経営安定支援事業

（市内飲食事業者支援事業）
令和 5 年 1 月 令和 5 年 2 月

①商工会議所と飲食事業者が連携して行う事業（おおたけバル）において、商工

会議所がチケットの利用枚数に応じて換金する部分に対して1枚あたり500円の補

助をすることで、飲食店利用を喚起し、新型コロナウイルス感染症の影響による来客

数減少や物価高騰によって疲弊した飲食事業者を支援する。

②市内の参加飲食店が1枚700円のチケットに対して、1,200円相当の飲食物

（特別メニュー）を提供する。補助は1枚あたり500円。

③交付対象：商工会議所（事業対象：飲食等事業者）

④-Ⅳ．コロナ禍において物価高騰等に

直面する生活困窮者等への支援
3,024,500 664,500 2,360,000 0 有

チケット販売数：2,500

組

消費喚起効果：900

万円以上

チケット販売数：

2,096組

消費喚起効果：

725万円以上

2.効果的であった
参加事業者には新型コロナウイルス感染症対策を講じることを義務付

けており、感染拡大防止対策が図られた。
1.非常に効果があった

チケット販売数は2,096冊（達成率83.4％）で利用率は80.7％で、

販売数及び利用率ともに高い数値となっており、消費喚起や新規顧客

開拓が促された。

※消費喚起効果：7,258,800円以上

4

5

地域介護課 6 介護サービス事業所等支援事業 令和 5 年 1 月 令和 5 年 3 月

①新型コロナウイルス感染症の影響がある中、物価高騰にも直面している介護サー

ビス事業所等の経済的負担を軽減するため、光熱費、燃料費及び食材料費の消

費影響額の一部補助を行うことにより、安定的なサービス提供体制の維持を支援す

る。

②光熱費等の物価高騰分に対する補助金

③市内介護サービスその他高齢者福祉事業所

④-Ⅳ．コロナ禍において物価高騰等に

直面する生活困窮者等への支援
8,244,000 0 4,272,000 0 3,972,000 広島県 有

申請に対する補助金支

給実施率100％

申請に対する補助

金支給実施率

100％

3.あまり効果がなかった
物価高騰に対する支援を目的としており、感染対策としては間接的な

効果にとどまる。
2.効果的であった 事業継続の一助となった。

福祉課 7
障害福祉サービス事業所等支援事

業
令和 5 年 1 月 令和 5 年 3 月

①新型コロナウイルス感染症の影響がある中、物価高騰にも直面している障害福

祉サービス事業所等の経済的負担を軽減するため、光熱費、燃料費及び食材料

費の消費影響額の一部補助を行うことにより、安定的なサービス提供体制の維持を

支援する。

②光熱費等の物価高騰分に対する補助金

③市内で障害のある人及び障害のある児童を支援している事業所を有する事業者

④-Ⅳ．コロナ禍において物価高騰等に

直面する生活困窮者等への支援
1,447,000 0 724,000 0 723,000 広島県 有

申請に対する補助金支

給実施率100％

申請に対する補助

金支給実施率

100％

3.あまり効果がなかった
物価高騰に対する支援を目的としており、感染対策としては間接的な

効果にとどまる。
2.効果的であった 事業継続の一助となった。

福祉課 8 児童福祉施設等支援事業 令和 5 年 1 月 令和 5 年 3 月

①新型コロナウイルス感染症の影響がある中、物価高騰にも直面している児童福

祉施設等の経済的負担を軽減するため、光熱費、燃料費及び食材料費の消費

影響額の一部補助を行うことにより、安定的なサービス提供体制の維持を支援す

る。

②光熱費等の物価高騰分に対する補助金

③市内児童福祉施設等(公立を除く）

④-Ⅳ．コロナ禍において物価高騰等に

直面する生活困窮者等への支援
1,459,000 0 752,000 0 707,000 広島県 有

申請に対する補助金支

給実施率100％

申請に対する補助

金支給実施率

100％

3.あまり効果がなかった
物価高騰に対する支援を目的としており、感染対策としては間接的な

効果にとどまる。
2.効果的であった 事業継続の一助となった。

産業振興課 9
大竹市市内企業支援事業

（国のR4予算重点交付金分）
令和 4 年 8 月 令和 5 年 2 月

①新型コロナウイルス感染症の影響がある中、物価高騰にも直面している市内の事

業者・店舗等及び消費者の支援を行い、市内での消費喚起・景気回復を目指

す。

②市民1人につきクーポン券20枚（1万円分）を配布

③住民基本台帳に登録されている者（令和4年7月31日時点）

※No.1、No.2及びNo.9は同一事業

④-Ⅳ．コロナ禍において物価高騰等に

直面する生活困窮者等への支援
63,353,000 0 63,353,000 0 有

利用率：95％以上

消費喚起効果：5億円

以上

利用率：95.8％

消費喚起効果：

5億円以上

2.効果的であった
参加事業者には新型コロナウイルス感染症対策を講じることを義務付

けており、感染拡大防止対策が図られた。
1.非常に効果があった

利用率95.8％と多くの市民が使い、使われた事業所では、282事業者

中271事業者で使用（利用率96.1％）され、大手企業（利用率

42.6％）以上に中小企業（利用率53.2％）で使われた。

※消費喚起効果：5億241万6000円から10億483万2000円の範

囲内

事業始期 事業終期
２.目的・内容等（①目的、②経費内容、③対象者）

４．予算執行状況（単位：円）


